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用いて検討することを目的とした。妊娠 12.5日目のC57BL/6マウスにTCDDを 0.6 μg/kg 




周産期にダイオキシン曝露を受けたマウスにおける Cortico-limbic HPA 軸活性の亢進な
らびに中枢フィードバック制御異常を生化学的解析により示した。これを支持する分子レ





CRHR-1 の低下、更に ACTH 受容体(MC2R)の低下がみとめられ、Cortico-limbic HPA 軸
中枢制御に関わる発達が破綻した可能性が示唆された。 
	 
	 	 
